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する主要目的だとされた。そのため，ロンドンの各教区にチラシが配布され，
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 お わ り に
セント・アンドルー・アンダーシャフト教区のワークハウスをめぐって，
『議事録』に基づき，施設の活動実態や教区の貧民政策について述べてきた。
設立当初のワークハウスは，院外救済を否定したナッチブル法を遵守して，
比較的小規模であっても，施設を用いた活発な救貧活動が行われている。だが，
ワークハウス自体は，貧民が入所を嫌うほど，非常に厳しい運営が為されてい
たとは考えにくい。
一方，救貧法が改正される1834年以降の状況は，院外救済が盛んに行われて
いて，ワークハウス自体の活動が見えてこない。当該教区は新救貧法に対して
反対の立場であり，法案成立後も院外救済を継続している。従って，厳しく管
理されたワークハウスという施設を用いた貧民救済の抑制は，少なくとも1836
年末までの期間には見られないのである。
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